
1.

フッ化物洗口を実施する小学校数の割合（実施率）の年々上昇にともない、12歳児（中学１年

12

※中学校でのフッ化物洗口実施率は、平成24年度35.79％でしたが、令和元年度には83.33％
と大幅に増加しました。
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22年度）が保育所、幼稚園、認定こども園、
小学校を通じてフッ化物洗口実施することで、12
者率が減少しています。

（％）

（％）

フッ化物洗口実施前

14
.3

 

15
.3

 

15
.3

 

15
.9

 

17
.5

 

18
.1

 

19
.0

 

19
.0

 

19
.2

 

20
.5

 

20
.8

 

21
.0

 

21
.0

 

21
.2

 

21
.5

22
.0

 

22
.3

 

22
.6

 

22
.7

 

22
.7

 

22
.7

 

22
.7

 

23
.4

 

23
.6

 

23
.9

 

24
.1

 

24
.5

 

25
.0

 

25
.0

 

25
.9

 

26
.6

 

27
.4

 

27
.7

 

27
.9

 

28
.0

 

28
.7

 

29
.4

 

29
.8

 

32
.3

 

32
.5

 

32
.6

 

32
.9

 

33
.2

 36
.1

 

37
.5

 

0

10

20

30

40

50

60

愛

知

東

京

岐

阜

静

岡

神
奈
川

兵

庫

鳥

取

広

島

新

潟

京

都

石

川

埼

玉

長

野

福

井

全

国

岡

山

島

根

大

阪

群

馬

滋

賀

千

葉

福

岡

富

山

北
海
道

山

口

栃

木

茨

城

三

重

奈

良

愛

媛

高

知

熊

本

香

川

山

梨

和
歌
山

徳

島

鹿
児
島

山

形

秋

田

宮

崎

大

分

長

崎

佐

賀

沖

縄

青

森

平成22年度

佐賀県 33.2％
全国平均 21.5％

平成22年の３歳児は
全国ワーストレベル

＆
全国平均を上回っている

平成22年度 地域保健・健康推進事業報告（厚生労働省）

フッ化物洗口実施後
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令和元年度 12

佐賀県 30.2％
全国平均 31.8％

フッ化物洗口の
継続実施により、

佐賀県は全国比較において
大幅に前進した

令和元年度 学校保健統計調査（文部科学省）

※岩手県・宮城県・福島県を除く
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２.

の割合は、次のように報告されています。

⇒

③再石灰化の促進⇒

⇒

『脱灰（だっかい）』
(ミネラル成分）が溶けだすこと

をいいます。
『再石灰化（さいせっかいか）』

(

出典：フッ化物局所応用実施マニュアル
日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会 編
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３.

わかりやすいフッ素の応用とひろめかた 第３版

※
方法があります。 それぞれの方法は、併用するとさらに効果が上がります。

場面

年齢 乳児 幼児保育施設 小学校 中学校 高校 成人 高齢者

1  2 3  4  5 6  7  8  9  10  11 12  13  14 15  16  17 18  19  20 80

保育所
幼稚園

小・中学校

（市町など）

家庭

施設・学校でフッ化物洗口

家庭でのフッ化物洗口
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フッ化物配合 フッ化物 フッ化物洗口

コラム①
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提供元：田浦勝彦先生、磯崎篤則先生より
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